
大 個 審 第 １ ０ 号 

（答申第２０６号）  

平成２２年１月８日 

 

大阪府知事 様 

 

                    大阪府個人情報保護審議会 

                     会 長  市川 正人 

 

個人情報の取扱いに関する意見について（答申） 

 

 平成２２年１月４日付け岸土第４２６０号で諮問のありました「大阪府営二

色の浜公園における防犯カメラによる個人情報の収集等」に係る大阪府個人情

報保護条例（以下「条例」という。）第７条第３項第７号に規定する個人情報の

本人収集の原則に対する例外事項及び条例第８条１項第９号に規定する個人情

報の目的外利用及び提供の禁止の原則に対する例外事項については、審議の結

果、下記事項に留意して、個人情報の保護に万全の措置を講じることを前提に、

本件収集及び提供に関して例外事項に該当するものとして取り扱って差し支え

ないものと認めましたので、答申します。 

 

記 

 

１ 防犯カメラの設置及びこれにより個人情報を収集することについて、ホー

ムページ等により広く周知するとともに、来園者等及び職員に対し、公園内

における紙面の掲示や口頭による通知等の方法により、十分周知すること。 

 

２ 本件において収集した個人情報の管理に関しては、防犯カメラの管理要綱

において、管理責任者、個人情報取扱者、保管場所及び保管期間等について

明記し、漏えい・流出等が起こらないよう十分留意するとともに、当該情報

を保有する必要がなくなったときは確実かつ速やかに廃棄又は消去すること。 

 

３ 本件において収集した個人情報を第三者へ提供することについて、防犯カ

メラの管理要綱等において、提供先及び提供することができる場合をあらか

じめ明記し、厳格に運用すること。 

 

４ 本件において収集した個人情報の利用は、本件諮問の内容の範囲内に限定

すること。 

 

５ 今後、当審議会の答申において承認した箇所以外に防犯カメラを設置し、

個人情報の収集を行う場合は、あらかじめ当審議会に諮問すること。 

 

６ 防犯カメラの設置後、おおむね１年後を目処に、運用状況及び効果につい

て、当審議会への報告を行うこと。 

 


